
H26年度 H21年度

問１ ○ ○

問２ ○ ○

― ― ○

― ― ○

― ― ○

問３ ○ ○
問４ ○ ―

問５ ○ ―

問６ ○ ―

問７ ○ ―

問８ ○ ○
問９ ○ ―

問10 ○ ―

問１１ ○ ○

問１２ ○ ―

問１３ ○ ○

問１４ ○ ○

問１５ ○ ―

問１６ ○ ―
問１７ ○ ―

― ― ○

― ― ○

問１８ ○ ○

問１９ ○ ○

問２０ ○ ○

問２１ ○ ―

問２２ ○ ○

問２３ ○ ―

問２４ ○ ○

問２５ ○ ○

問２６ ○ ○

問２７ ○ ○

問２８ ○ ○

問２９ ○ ○
問３０ ○ ○
問３１ ○ ○
問３２ ○ ―
問３３ ○ ―
問３４ ○ ○
― ― ○
― ― ○
― ― ○
― ― ○

問３５ ○ ―
問３６ ○ ―
問３７ ○ ―
問３８ ○ ―
問３９ ○ ―

○ ○

今回調査項目(案）

最初に暴力を受けた時期

暴力の頻度（暴力の形態ごと）

相談先

相談方法

相談をしなかった理由

本人（ＤＶ被害者）から子どもへの暴力の有無

利用した支援
配偶者の暴力がなくなった場合の元の生活へ戻ることの思い
配偶者に対する啓発や更生

配偶者と離れて生活を始めるにあたって、困ったこと

お子さんについて
子どもの面前での暴力の有無
子どもへの影響
児童相談所や学校等への相談の有無
配偶者から子どもへの暴力の有無

現在一緒に住んでいる人
現在の住まい

相談員の性別

ご意見欄

配偶者との現在の関係

配偶者からの追跡の経験の有無と時期

追跡の内容

生活費について

現在の収入

求職の有無

暴力の被害経験について

相談窓口について

一時保護について

保護命令について

一時保護について行政に望むこと

家を出て最初に利用した施設

制度を利用するときに困ったこと

申し立てをしない理由

診断を受けた分野

怪我や体調

医師の判断の有無

一時保護施設の利用の有無

施設を出た後のこと

行政に望むこと

相談内容

　配偶者等からの暴力の被害に関するアンケート調査項目比較表

現在の状況について

行政へ望むこと
配偶者と離れて生活を始めてからの期間
現在生活している場所

制度についての認識

制度をどこで知ったか

申し立ての有無

相談窓口に望むこと

一時保護施設の認識

一時保護施設を利用するときに困ったこと

一時保護施設を利用しなかった理由

家を出て施設に入るまで身を寄せたところ

相談回数

相談後の対応

相談窓口を知った経路

資料３


